
議長新春あいさつ

特集
「役場の組織が変わります！」

第4回定例会「議案審議は？」

こんな活動をしました

一般質問 町政を問う

今年、英比小学校に入学する新一年生７人が、学業成就のご祈祷を受けました。

新一年生の代表男女各１人が、宮司の指導のもと、無事に
たまぐしほうてん

玉串奉奠をしました。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
ご
家
族
と
共
に
、
清
々
し
い
気
持
ち

で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
議
会
の
運
営
な
ら
び
に
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
、
光
と
影
を
表

す
「
金
」
で
し
た
。
年
末
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

ゆ
く
年
を
振
り
返
り
、
ど
の
漢
字
が
選
ば
れ
る
か
思

い
を
は
せ
る
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
、
興
味
を
持
っ

て
そ
の
出
来
事
を
回
想
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、

「
震
」
か
「
災
」
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

確
か
に
「
金
」
に
ま
つ
わ
る
話
題
も
豊
富
で
し
た
が
、

記
憶
に
強
く
残
る
の
は
、
元
日
早
々
か
ら
最
大
震
度

７
を
観
測
し
た
能
登
半
島
地
震
の
発
生
や
、
羽
田
空

港
で
起
こ
っ
た
民
間
航
空
機
と
海
上
保
安
庁
の
航
空

機
が
衝
突
炎
上
す
る
事
故
な
ど
悲
惨
な
年
明
け
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、
想
定
震
源
域
で
は
大
き

な
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
元
日
の
地
震
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
奥
能
登
地
方
に
、
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

豪
雨
災
害
と
い
う
新
た
な
被
害
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
な
ど
、
異
常
な
暑
さ
を
含
め
て
、
多
く
の
災
害
が

発
生
し
た
波
乱
の
１
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
た
め
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
早
期
導
入
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
活
用
が
本

格
化
す
れ
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
掲
示
板
機
能
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
等
々
、
効
率
的
な
議
会
運
営
、

活
性
化
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
な
ど
大
き
な
可
能

性
が
広
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

迎
え
ま
し
た
令
和
７
年
は
高
齢
化
が
進
む
節
目
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
「
２
０
２
５
年
問
題
」
の
年

と
な
り
ま
す
。
日
本
の
人
口
の
年
齢
構
成
が
大
き
く

変
化
し
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
約
５
人
に
１

人
と
な
り
、
約
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
前
期
高

齢
者
と
な
る
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
労
働
者
不
足
、

医
療
・
介
護
、
福
祉
に
直
結
す
る
問
題
が
顕
在
化
し
、

日
本
経
済
や
社
会
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
対
処
と
し

て
、
行
政
や
企
業
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
個
人
レ
ベ
ル

で
も
で
き
る
備
え
や
対
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
明
る
い
話
題
と
し
て
、
昨
年
12
月
に
開
催

さ
れ
た
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
に
お
い
て
、
本
町

は
町
村
の
部
で
優
勝
し
、
３
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

正
に
光
り
輝
く
「
金
」
で
表
現
で
き
る
出
来
事
で
し

た
。
私
も
現
地
で
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
勇
気
と

感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
干
支
は
、「
巳
」
年
で
す
。
蛇
は
脱
皮
を
繰

り
返
し
て
成
長
す
る
姿
か
ら
、「
復
活
と
再
生
」
や

「
永
遠
」
の
象
徴
と
さ
れ
、
今
ま
で
の
努
力
の
成
果
が

一
気
に
伸
び
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し

い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す
年

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
に
生
活
拠
点
を
置
く
誰
も
が
幸
せ

を
実
感
で
き
る
「
魅
力
あ
る
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、

的
確
に
対
応
で
き
る
議
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
町
の
限
り
な
い
発
展
と
、
迎
え
ま
し

た
本
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
最
良
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

漸
進
改
革

阿
久
比
町
議
会
議
長

　
山
　
本
　
恭
　
久

議
長
新
春
あ
い
さ
つ
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田
中
町
長
が
語
っ
た

　
機
構
改
革
の

目
的
・
必
要
性

　
目
的
の
第
一
は
、
町
民
の

皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
の
向
上

を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
、

よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
行

政
運
営
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
私
が
町
長
と
な
り
二
年
が

経
過
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
町
長
公
約
に
関

す
る
各
施
策
の
推
進
や
実
現

の
た
め
、
今
回
の
機
構
改
革

で
組
織
の
体
制
づ
く
り
を
図

る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
機
構
改
革
を
検
討

す
る
際
に
は
、
職
員
で
構
成

す
る
事
務
改
善
委
員
会
や
職

場
推
進
委
員
会
等
で
幾
度
に

渡
り
論
議
を
重
ね
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
は
な
く
職
員
が
一

人
一
人
組
織
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
阿
久

比
町
を
一
歩
前
進
す
る
、
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
で
自
ら
考

え
提
案
し
、
自
ら
行
動
す
る

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
機
構

改
革
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

職
員
全
員
で
考
え
進
め
て
き

た
も
の
で
す
。

　
当
然
、
機
構
改
革
直
後
は

住
民
の
皆
様
に
多
少
な
り
の

混
乱
や
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
最
終
責
任
は
全
て
町

長
が
取
る
と
い
う
覚
悟
の
下
、

今
回
の
機
構
改
革
を
行
う
こ

と
は
阿
久
比
町
職
員
の
仕
事

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
向
上
に
繋

が
り
、
将
来
必
ず
町
民
の
皆

様
に
還
元
で
き
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　
　

　
５
課
12  
係　
１
係
減

　
　
新
設
す
る
デ
ジ
タ
ル
推

進
係
の
役
割
は
。

　
　
個
人
情
報
保
護
の
要
で

あ
る
デ
ー
タ
管
理
を
集
中
さ

せ
、
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
。

　
　
政
策
協
働
課
か
ら
企
画

広
報
課
に
課
名
を
変
更
す
る

理
由
は
。

　
　
広
報
力
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
町
の
魅
力
や
共

感
を
得
ら
れ
る
施
策
を
積
極

的
に
町
内
外
へ
発
信
・
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
た
め
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
等
、
積
極
的
に

財
源
確
保
す
る
た
め
。

　
　
監
査
事
務
を
議
会
事
務

局
に
移
管
す
る
理
由
は
。

　
　
町
長
部
局
と
距
離
を
お

き
、
公
正
な
監
査
に
つ
な
げ

る
た
め
。

　
４
課
９
係  

１
課
１
係
増

　
　
ふ
く
し
課
で
福
祉
関
係

を
統
合
す
る
理
由
は
。

　
　
従
来
の
支
援
体
制
で
は

支
援
が
難
し
い
複
合
的
か
つ

広
範
な
課
題
や
制
度
の
狭
間

に
あ
る
需
要
に
対
し
、
重
層

的
・
包
括
的
に
支
援
す
る
た

め
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
移

管
す
る
理
由
は
。

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
を
強
化
し
、
わ
か
り
や

す
い
窓
口
と
す
る
た
め
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
、
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

３
階
に
移
動
し
、
庁
舎
の
ふ

く
し
課
か
ら
離
れ
る
こ
と
の

不
安
は
。

　
　
現
状
に
お
い
て
も
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
と
町
職
員

が
お
互
い
に
事
務
所
を
行
き

来
し
合
い
、
福
祉
事
業
に
つ

い
て
連
携
し
て
い
る
。

町
民
が
ど
ち
ら
の
窓
口
に
相

談
に
来
た
場
合
で
も
、
必
要

な
場
合
に
は
職
員
が
お
互
い

の
窓
口
ま
で
出
向
き
対
応
す

る
。

　
　
保
健
こ
ど
も
課
を
新
設

す
る
理
由
は
。

　
　
こ
ど
も
相
談
係
と
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に

伴
い
、
こ
ど
も
に
関
す
る
相

談
支
援
の
窓
口
を
一
本
化
す

る
た
め
。

　
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

設
置
の
ね
ら
い
は
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
設
置
が

努
力
義
務
と
な
り
児
童
福
祉

と
母
子
保
健
の
効
果
的
で
切

れ
目
の
な
い
一
体
的
支
援
を

行
う
た
め
。
そ
の
た
め
家
庭

児
童
相
談
員
や
臨
床
心
理
士

も
配
置
す
る
。

　
５
課
11  
係  

２
課
１
係
増

　
　
新
設
す
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
の
役
割
は
。

　
　
阿
久
比
駅
周
辺
整
備
や

企
業
誘
致
推
進
の
窓
口
を
一

本
化
し
、
町
長
公
約
で
あ
る

「
に
ぎ
わ
い
と
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目

指
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
推
進
す
る
た
め
。

　
　
農
政
係
を
農
業
振
興
係

と
改
め
た
理
由
は
。

　
　
農
業
の
活
性
化
の
取
り

組
み
を
分
か
り
や
す
く
し
、

さ
ら
に
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
。

　
　
建
設
環
境
課
を
建
設
課

と
環
境
課
に
独
立
さ
せ
た
理

由
は
。

　
　
環
境
課
を
独
立
さ
せ
て
、

ご
み
対
策
係
・
環
境
保
全
係

を
新
設
。
ご
み
減
量
化
や
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
、

地
球
温
暖
化
に
対
し
町
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
。

　
２
課
７
係　
増
減
な
し

　
　
体
育
係
を
ス
ポ
ー
ツ
係

に
名
称
変
更
す
る
理
由
は
。

　
　
体
育
を
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
言
葉
で
統
一
し
、
さ
ら
に

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意

識
・
関
心
を
高
め
る
た
め
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
村
の
再
整

備
に
向
け
施
策
推
進
を
強
化

す
る
た
め
。

議
員
懇
談
会
等
で
各
部
の

機
構
改
革
詳
細
を
問
う
！

答 問答 問

答 問答 問問

答 問 答 問 答

答

問

答 問答 問 答答 問問

新
組
織
図

町
Ｈ
Ｐ
に
公
開

03 Agui Parliamentary news



報告は賛否を採らない

結果
山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

○：賛成　×：反対　－：議長（議長は採決には加わりません）

件　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

諮 
問

承 

認

報 
告

行政機構の改革に伴う関係条例の整理について

阿久比町監査委員に関する条例の一部改正について

阿久比町職員定数条例の一部改正について

阿久比町職員の給与に関する条例の一部改正について

阿久比町使用料条例の一部改正について

専決処分の承認を求めることについて
（令和6年度阿久比町一般会計補正予算（第4号））
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

専決処分の報告について（道路改良工事（その3）に係る変更契約）

令和6年度阿久比町一般会計補正予算（第5号）
令和6年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
令和6年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第2号）
令和6年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
令和6年度阿久比町水道事業会計補正予算（第3号）
令和6年度阿久比町下水道事業会計補正予算（第1号）

●8月29日から11月27日までの間に、5件の陳情を受付しました。

行政機構を改革することに伴い、関係条例を整理する必要があるため。

監査委員事務局を設置するため。

職員の定数を改正するため。

基準となる職務を改正するため。

施設使用料の一部を改正するため。

令和7年3月31日をもって任期満了のため。

桁下防護設置時に使用する鋼矢板の数量を変更したため。
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承認

適任

各議員はこう判断！各議員はこう判断！ 審議議案と議員の 否賛

陳
　
　
情

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書
陳情書「地元自治体との連携による商工会支援体制の強化と地域商工業振興に対する施策の拡充」
臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を防止するための法整備等を求める意見書提出の陳情
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書の採択を求める陳情書
再審法改正を求める意見書の採択を求める陳情

19
20
21
22
23

委　員

補充員

阿久比町選挙管理委員会の委員及び補充員が決まりました

新美 博康 氏（東部）・渡辺 　功 氏（英比）・平井 執男 氏（草木）・竹内 秀一 氏（南部）

竹内 久樹 氏（草木）・鈴村 欣司 氏（南部）・市川 久司 氏（東部）・小林 保行 氏（英比）

にい み やすひろ たけ うち いちひでひら い おともわた なべ いさお

すず むら じきん いち かわ しひさたけ うち きひさ こ ばやし ゆきやす

令和６年 第４回定例会 会期：12月4日～18日
議案 ／ 条例等５件、補正予算６件、承認１件、諮問１件、報告１件
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令和７年４月からの機構改革による課名等の変更により、６条例の関係条項
を整備。

これまで町長部局の職員で兼任していた「監査委員及び監査事務に関するこ
と」を機構改革により、議会事務局の職員が兼任することに伴い、監査委員
事務局を設置する。

町長の事務部局の職員の定数を191人→187人、教育委員会の事務部局の職
員の定数を22人→26人に改める。監査委員及び農業委員会の事務部局の兼
任の職員定数は、機構改革後の職員配置に合わせる。（全体の職員定数228
人に変更はなし。）

可決 議案第47号　行政機構の改革に伴う関係条例の整理について

可決 議案第48号　阿久比町監査委員に関する条例の一部改正について

可決 議案第49号　阿久比町職員定数条例の一部改正について

可決 議案第51号　阿久比町使用料条例の一部改正について

◉一般／400円（20名以上の団体　320円）
◉小学生・中学生・高齢者／200円（20名以上の団体　160円）など

室内プールの使用料を新たに設定

第４回定例会  主な議決内容

適任
人権擁護委員の推薦（再任）人権擁護委員の推薦（再任）

法務大臣へ推薦することにしました。
人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯されないように全国の市町村に
配置されていて、皆さんからの意見や相談を受け付けています。

法務大臣へ推薦することにしました。
人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯されないように全国の市町村に
配置されていて、皆さんからの意見や相談を受け付けています。

江 原 真 人  氏　（横松）
え はら とまこ

【増額の主なもの】
◉機構の改革に伴う費用　計1,476万8,000円
 （各種備品の購入、事務室のレイアウトや配線等の変更、案内看板改修など）
◉自動火災報知受信機改修工事　90万7,000円（基盤と充電池の取替え）
◉自立支援介護等給付費、障害児通所等給付費　計4,643万2,000円
 （サービス利用者の増加）
◉保育環境改善等事業（保育対策総合支援事業費）補助金　205万8,000円
 （町内の民間保育園の施設改修等に対する補助金）
◉地域包括支援センター設置準備事業委託料・補助金　計429万2,000円
 （4月1日から地域包括支援センター業務を社会福祉協議会へ委託することに伴う
　 システム移転や事務室準備）
◉小・中学校のクラス数変更等に伴う費用　計295万6,000円
 （電子黒板・充電保管庫の移設、机・イス・ロッカー等購入など）
◉阿久比中学校教室パーテーション設置工事　13万4,000円

可決 議案第52号　令和6年度阿久比町一般会計補正予算（第5号）

1億3,261万2,000円の増額
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ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん
ぐーさんの

質問コーナー

あーさん

ぐーさん

聞いて～。
うち、先日からおばあちゃんが同居しはじめたでしょ。

たしか、他県で一人暮らししてたおばあちゃんよね。
娘のあーさんと一緒に暮らせて安心ね。

それはそうだけど、生まれ故郷を離れて、阿久比町には知り合いも
いないし、家にふさぎ込んじゃって困っているの。
包括支援センターに相談に行ってみようかな。

えっ、そうなの？

うん、業務を社会福祉協議会に委託することになったのよ。
町のホームページにも載ってるよ。
他にもオアシスセンターには「こども家庭センター」が
できて、1階ではキッズスペースで子どもを遊ばせながら
子育ての相談ができるようになるのよ。

なんだかワクワクするわね。

いいわね。包括支援センターは、介護で困った時や認知症の
心配がある時、健康づくりのアドバイスがほしい時など、
なんでも気軽に相談できる場所なのよ。
あっ！でも4月1日からオアシスセンターの3階に場所が移動
するから、行き先に気をつけてね。

いろいろ変わるのね。

「機構改革」っていって、役場の組織を改革するんだって。
わかりやすい窓口を目指すのと、まちづくり推進課や環境課が
新しくできて、町長の公約「夢あるあぐい」の実現に向けて、
いよいよ動き出すって感じかな。

　このコーナーは、皆様に「議会だよりを気軽に、わかりやすく読んでいただきたい」と
いう願いから生まれたコーナーです。
　議会で決まった内容から困った時のお役立ち情報も掲載するので是非ご覧下さい。
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総務
建設

文教
厚生

後
の
通
級
教
室
の
部
屋
数

の
予
測
は
ど
の
よ
う
に
立

て
て
い
る
か
。

　
　
生
徒
数
の
増
加
は
今

後
、
令
和
９
年
度
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
と
予
測
で
き

て
い
る
。
特
別
支
援
学
級

に
通
う
生
徒
数
も
、
あ
る

程
度
把
握
で
き
て
い
る
が
、

通
級
指
導
教
室
へ
通
う
生

徒
の
事
情
は
様
々
で
あ
る

た
め
、
正
確
な
数
を
把
握

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
一

教
室
内
で
複
数
人
で
や
れ

る
生
徒
も
い
れ
ば
、
完
全

に
個
室
で
区
切
っ
て
や
り

た
い
生
徒
も
い
る
た
め
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ

て
空
間
を
つ
く
り
な
が
ら
、

適
切
な
教
育
の
環
境
を
与

え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

12
月
11
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
12
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
村
の
室
内

プ
ー
ル
使
用
料
一
般
の
４

０
０
円
の
根
拠
と
徴
収
し

た
使
用
料
の
使
い
道
は
。

　
　
使
用
料
は
近
隣
市
町

の
プ
ー
ル
で
一
番
安
い
東

部
知
多
温
水
プ
ー
ル
の
４

０
０
円
と
合
わ
せ
た
。
使

い
道
は
、
ス
ポ
ー
ツ
村
の

維
持
管
理
、
光
熱
水
費
や

修
繕
、
浄
化
槽
、
自
動
ド

ア
、
樹
木
管
理
な
ど
の
保

守
点
検
委
託
料
に
充
当
す

る
。

　
　
一
つ
の
部
屋
を
二
つ

に
区
切
っ
て
使
用
す
る
た

め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
空
い
て
い
る
部

屋
を
使
わ
ず
に
一
部
屋
を

二
つ
に
区
切
る
理
由
は
。

　
　
部
屋
数
と
教
職
員
数

の
関
係
な
ど
を
総
合
的
に

考
え
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
で

間
仕
切
り
し
て
使
用
。
生

徒
に
対
し
て
的
確
な
指
導

を
行
う
た
め
、
そ
ば
に
職

員
が
い
る
必
要
が
あ
り
、

で
き
る
だ
け
一
か
所
に
生

徒
を
集
め
た
い
と
い
う
学

校
の
意
見
が
あ
る
。

　
　
中
学
校
の
生
徒
数
が

こ
れ
か
ら
増
加
し
て
い
く

中
で
、
支
援
級
や
通
級
に

通
う
生
徒
も
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今

問答

答 問問

答

　
　
機
構
改
革
の
目
的
、

内
容
、
目
指
す
と
こ
ろ
は

何
か
。

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

わ
か
り
や
す
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
利
便
性
向
上
を
引

き
続
き
進
め
る
こ
と
、
よ

り
効
果
的
、
効
率
的
な
行

政
運
営
を
行
う
こ
と
と
共

に
、
町
長
の
公
約
を
実
現

す
る
た
め
。

　
　
事
務
局
を
設
置
と
い

う
こ
と
が
条
例
上
明
確
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
機
構
改
革
に
合
わ

せ
設
置
す
る
と
い
う
理
解

で
よ
い
か
。

　
　
今
回
、
議
会
事
務
局

職
員
が
監
査
委
員
事
務
局

の
職
員
を
兼
任
す
る
と
い

う
こ
と
で
条
例
に
明
記
す

る
も
の
。

　
　
町
長
の
発
言
で
、
職

員
の
仕
事
量
が
多
く
疲
弊

し
て
い
る
と
い
う
話
の
中

で
、
監
査
委
員
事
務
局
を

議
会
事
務
局
に
持
っ
て
き

て
３
人
体
制
だ
と
い
う
趣

旨
は
理
解
で
き
る
が
、
仕

事
量
が
増
え
る
の
に
増
員

を
し
な
い
、
職
員
の
疲
弊

を
心
配
す
る
中
で
の
増
員

し
な
い
こ
と
の
見
解
は
。

　
　
現
在
の
議
会
事
務
局

の
、
実
際
職
員
は
２
人
。

総
務
課
で
監
査
事
務
を
行

う
職
員
は
兼
任
で
１
人
、

行
政
評
価
等
の
労
力
で
は

概
ね
０
・
２
く
ら
い
の
仕

事
量
と
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
、
議
会
事
務
局
は
正

規
職
員
３
人
体
制
を
考
え

て
い
る
の
で
、
現
在
よ
り

勤
務
時
間
が
増
え
る
の
で

カ
バ
ー
で
き
る
。

　
　
令
和
７
年
４
月
１
日

よ
り
、
３
課
１
係
増
え
る

の
で
課
長
職
、
係
長
職
も

増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

４
級
の
主
査
、
７
級
の
課

長
が
３
級
と
か
６
級
に
戻

る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　
戻
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
あ
く
ま
で
も
給
与

に
関
す
る
条
例
で
基
準
と

な
る
職
務
を
１
職
１
級
と

定
め
て
い
る
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

答 問問

問答 答

問答

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
第
47
号

行
政
機
構
の
改
革
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理

議
案
第
49
号

阿
久
比
町
職
員
定
数
条

例
の
一
部
改
正

議
案
第
50
号

阿
久
比
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

議
案
第
48
号

阿
久
比
町
監
査
委
員
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
51
号

阿
久
比
町
使
用
料
条
例

の
一
部
改
正

議
案
第
52
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
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９
月
に
導
入
の
説
明
を

受
け
た
南
部
小
学
校
の
階

段
昇
降
車
に
つ
い
て
、
現

物
の
稼
動
が
始
ま
っ
た
の

で
、
12
月
12
日
実
地
視
察

を
し
た
。

　
利
用
者
は
電
動
車
椅
子

で
登
校
し
、
利
用
者
本
人

用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ

た
階
段
昇
降
車
で
二
階
の

教
室
へ
移
動
す
る
。

　
階
段
途
中
の
踊
り
場
の

幅
が
狭
く
階
段
昇
降
車
の

幅
と
ギ
リ
ギ
リ
の
た
め
回

転
に
時
間
が
か
か
り
、
当

初
説
明
で
は
昇
降
に
各
５

分
程
度
と
あ
っ
た
が
、
実

際
は
７
分
か
か
っ
た
。

　
昇
降
中
は
他
生
徒
の
通

行
は
禁
止
し
、
前
後
に
教

員
が
付
き
安
全
を
確
保
し

て
い
る
。

　
操
作
は
、
多
く
の
教
員

が
で
き
る
よ
う
に
練
習
し

て
い
る
と
の
事
。

　
耐
荷
重
は
２
３
０
㎏
な

の
で
大
人
で
も
対
応
可
能
。

試
乗
の
感
想

　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
車
で
の

階
段
昇
降
は
、
想
像
以
上

に
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
く
、

昇
り
は
バ
ッ
ク
体
制
で
後

ろ
が
見
え
ず
、
降
り
は
足

元
が
浮
い
て
い
て
前
が
見

え
な
い
た
め
、
何
回
か
経

験
す
れ
ば
慣
れ
る
と
思
う

が
、
初
め
は
少
し
怖
か
っ

た
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

研
修
内
容

　
総
務
部
税
務
課
に
て
従

来
か
ら
取
組
ん
で
い
る
Ｄ

Ｘ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
罹

災
証
明
書
を
迅
速
に
発
行

す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
た
。

 

従
来
方
式

職
員
が
事
前
に
被
害
調

査
の
計
画
（
件
数
・
ル

ー
ト
・
必
要
人
員
）
を

策
定
す
る
。
現
地
調
査

に
出
向
き
、
損
傷
の
程

度
を
職
員
の
経
験
や
ス

キ
ル
に
よ
る
判
断
で
、

手
元
の
紙
に
書
き
込
み
、

役
所
に
戻
っ
て
か
ら
損

害
割
合
を
計
算
し
被
害

程
度
を
判
定
す
る
。

従
来
方
式
の
課
題

・
職
員
の
圧
倒
的
な
人
手

不
足
の
た
め
、
罹
災
証

明
作
業
に
回
せ
る
人
員

に
限
り
が
あ
る
。

・
交
付
の
遅
れ
が
被
災
者

の
生
活
再
建
の
遅
れ
に

つ
な
が
る
。

・
被
害
程
度
の
判
定
が
ば

ら
つ
く
と
補
助
金
に
差

が
出
る
。

 

新
方
式

計
画
策
定
は
半
自
動
化

さ
れ
、
現
地
で
、
専
用

ア
プ
リ
に
従
っ
て
、
屋

根
・
土
台
・
外
壁
の
損

傷
の
程
度
を
入
力
す
る

と
ア
プ
リ
が
自
動
で
計

算
し
「
全
壊
」、「
半

壊
」
な
ど
被
害
程
度
を

判
定
す
る
。
新
方
式
で

は
、
少
人
数
で
も
公
平

な
判
定
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
証
明
書
発
行
ま

で
の
期
間
を
大
幅
に
短

縮
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

感
想
　
以
上
の
こ
と
か
ら
従
来

方
式
の
課
題
を
解
決
す
る

べ
く
、
本
町
の
「
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
、
ぜ

ひ
こ
の
新
方
式
を
採
用
し

て
、
町
民
に
も
職
員
に
も
、

恩
恵
が
あ
る
も
の
に
し
た

い
。
12
名
の
税
務
課
職
員

は
、
こ
の
ア
プ
リ
を
活
用

す
る
研
修
を
受
講
し
て
い

る
の
で
、
本
町
も
早
急
に

こ
の
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る

べ
き
だ
。

（
副
委
員
長　
鈴
村
算
久
）

常任委員会 視察レポート

12
月
11
日

階
段
昇
降
車

実
地
視
察

12
月
12
日

総務
建設

文教
厚生

利用者の前後から安全を確保 はじめは少し怖い

タブレットの操作性を体感する

　災害時に住宅など
の被害程度を示す証
明書であり、被災者
が支援金の給付や税
金の減免などの公的
支援を受ける時に必
要となる

罹災証明書とは

現地にて損傷割合を調査する

罹
災
証
明
書
の

発
行
迅
速
化
の

取
り
組
み
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨

ま
ち
の
コ
イ
ン

「
ど
っ
つ
」

　

多
度
津
町
が
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
に
よ
る

「
地
域
力
低
下
」
の
課

題
解
決
や
、
地
域
経

済
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回

復
を
促
進
す
る
た
め
に

取
組
ん
で
い
る
事
業
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

ゲ
ー
ム
感
覚
で
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
な
が
ら
コ
イ
ン
を
獲

得
し
、
獲
得
し
た
コ
イ

ン
で
お
得
な
体
験
等
が

で
き
る
事
業
で
あ
る
。

た
だ
し
法
定
通
貨
に
換

金
は
で
き
な
い
。

　

子
ど
も
も
参
加
し
や

す
く
す
る
工
夫
や
、

ゲ
ー
ム
性
を
持
た
せ
る

こ
と
で
親
子
で
の
参
加

を
促
進
さ
せ
る
な
ど
、

企
画
、
ア
イ
デ
ア
し
だ

い
で
は
発
展
さ
せ
ら
れ

る
事
業
だ
と
感
じ
た
。

一
方
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
必
須
で
あ
り
、
課
題

も
あ
る
が
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
通
貨　

ま
ち
の
コ

イ
ン
」
は
、
本
町
で
も

大
い
に
参
考
に
で
き
る

と
思
う
。

防
災
セ
ン
タ
ー
研
修

　

災
害
の
記
憶
は
、
月

日
と
共
に
希
薄
に
な
る
。

災
害
が
発
災
す
る
度
に

検
証
が
行
わ
れ
、
新
た

な
対
応
が
示
さ
れ
る
。

最
新
の
知
見
を
学
び
、

体
験
学
習
す
る
こ
と
で

防
災
・
減
災
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
委
員
長　
竹
内 

卓
美
）

総
務
建
設
委
員
会

10
月
８
日

香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町

10
月
９
日
　

香
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー

多度津町役場にて

いって
きまし

た！ 行 政 視 察

　

私
た
ち
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
の
６
名
は
、

ど
の
よ
う
な
紙
面
に
す

れ
ば
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

議
会
だ
よ
り
を
手
に

と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
る
か
を
常
に
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
議
会

だ
よ
り
の
先
進
地
で
あ

る
、
福
岡
県
の
両
町
へ

視
察
研
修
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
気
付

い
た
事
を
列
挙
し
ま
す
。

◉
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
。

◉
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
配
し
、

議
会
の
動
画
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導

に
よ
る
、
紙
面
の
見

や
す
さ
、
わ
か
り
や

す
さ
。

◉
議
会
モ
ニ
タ
ー
や
議

会
だ
よ
り
サ
ポ
ー

タ
ー
の
制
度
を
持
っ

て
い
る
。

◉
広
聴
を
行
っ
て
い
る
。 　

前
記
に
掲
げ
た
項
目

は
、
時
間
や
費
用
が
か

か
り
、
す
ぐ
に
実
践
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ひ
と
つ
ず
つ

解
決
し
前
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
行
政
に
届
け
る
手
段

と
し
て
現
在
、「
あ
ぐ

い
議
会
だ
よ
り
」
に
町

民
の
声
と
い
う
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
誹
謗
中

傷
の
た
ぐ
い
で
な
け
れ

ば
行
政
や
議
会
に
対
し

て
の
要
望
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で

再
認
識
し
た
こ
と
は
、

町
民
の
声
を
行
政
に
届

け
る
こ
と
が
議
員
の
役

割
で
あ
る
と
い
う
事
。

（
委
員
長 

新
美
三
喜
雄
）

議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会

10
月
30
日

福
岡
県
三
井
郡
大
刀
洗
町

10
月
31
日
　

福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町

宇美町役場にて

静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン

タ
ー
見
学

　

防
災
に
つ
い
て
「
知

る 

備
え
る 

行
動
す
る
」

の
実
践
に
つ
な
が
る
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

特
に
、
地
震
体
験
装

置
に
よ
る
最
大
震
度
７

の
揺
れ
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
揺
れ
の
凄
ま
じ

さ
は
想
像
を
は
る
か
に

超
え
る
も
の
で
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源

域
と
し
て
大
地
震
の
発

生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
時
か
ら
地
震

に
対
す
る
備
え
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
会
館
に
お

い
て
、
総
務
省
の
担
当

官
に
よ
る
研
修

◉
地
方
議
員
の
な
り
手
不

足
と
今
後
に
つ
い
て

・
地
方
議
会
（
町
村
）

の
現
況

・
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正

・
地
方
議
会
に
お
け
る

自
主
的
取
組
例

・
女
性
・
若
者
に
対
す

る
障
壁
の
除
去

◉
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
こ
と

・
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

・
自
治
体
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て

・
地
方
議
会
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
つ
い
て

国
会
議
事
堂
に
お
い
て
、

衆
議
院
解
散
総
選
挙
後

11
月
11
日
に
召
集
さ
れ

た
特
別
国
会
の
会
期
末

に
行
わ
れ
た
開
会
式
を

参
観
　

開
会
式
は
、
天
皇
陛

下
の
ご
臨
席
の
も
と
参

議
院
議
場
に
お
い
て
行

わ
れ
、
天
皇
陛
下
の
お

言
葉
を
直
接
聞
く
こ
と

が
で
き
感
激
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　
瀧
塚 
政
明
）

議
会
運
営
委
員
会

11
月
13
日

静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー

11
月
14
日

参
議
院
議
員
会
館
・

国
会
議
事
堂
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今後導入したい情報発信ツールはあるか。
また、その利用方法。

議会だより第187号（令和2年11月1日号）掲載

SNSの導入に向け検討を進め、年内に運用開始
をする。情報を伝える手段を増やすため、今後
も調査研究を進める。

令和2年12月からXを開始し、令
和7年1月からはInstagramを開
始する。さらに幅広い世代への町
政情報やまち
の魅力を発信
していく。

再三の撤去命令に対して対応さ
れていないため、年度内の告発
に向けて準備を進めている。

施設の利用頻度の多い中央公民館に
おいて、隣接する庁舎、アグピアホー
ルと同じWi-Fi環境を検討している。
一方で、当該施設利用者からは、トイレ
の洋式化について多くの要望が寄せら
れており、優先順位を検討している。

より多くの町民の皆様に参加い
ただくため、今年度から子育て
世代が参加しやすいように託児
を実施し、試行的にミニ音楽会
を開催した。

「まちづくり懇談会」は住民との協働として重要
な仕組みであるが、今後どのような工夫が必要か。

議会だより第189号（令和3年5月1日号）掲載

住民の声を直接聴くことができる貴重な機会であ
り、協働の仕組みづくりの手段としても重要なツー
ルである。より効果的な開催方法を研究していく。

初期費用の公費負担に対する見解。

議会だより第190号（令和3年8月1日号）掲載

地区公民館は、避難所としての役割も担っていることか
ら、その場合には、最新の情報を求められることが考え
られる。ネット環境はあった方が良いと考えるが、集会
所などとの兼ね合いや、財政上の課題も伴うため、関係
部署と協議をしながら、調査研究を行っていく。

土砂を整理すべきであると近隣住民が
心配している。解決策と住民への説明。

議会だより第191号（令和3年11月1日号）掲載

事業者等は、是正のため福住地区の管理する池の埋立てを地区に提案し、
町から許可を受け実施したが、搬出できなかった土砂が現在も堆積して
いるため、町より崩落対策を講じるよう指導している。さらに本町として
は、事業者に対し町土壌汚染防止条例違反による告発も検討している。

04

03

02

01

追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は

現在は

現在は

現在は

現在は

令和5年度中に、全学童が安全
計画を作成した。

令和6年度より義務化される安全計画の
策定。

議会だより第198号（令和5年8月1日号）掲載

現在、各事業所の策定状況を見守っている。町
は、国の示す内容が各事業所の実態に沿うよう、
必要に応じて助言を行う。今年度中に全事業所が
計画策定できるよう監督・指導していく。

05
現在は

X（旧Twitter） Instagram
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今議会では、12月５日㈭に、４名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
持ち時間は町側の答弁を含め１人60分です。
 次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。

ここが
聞きたい

にい み み き お

新美三喜雄

にい み か ず な

新美加寿奈

ページ 議員名 質問項目

14

15
１．機構改革と職員の働き方
２．行政評価の結果
３．ふっ素及びその化合物による
汚染　

つづき

都築　
きよ こ

清子

たけうち

竹内　
ひろ し

啓視

ページ 議員名 質問項目

12

13 １．元気な家族農園の現状と将来
計画

１．投票をしやすく
２．庁舎の利便性向上

１．阿久比町社会福祉協議会の　
役割

今回の傍聴人数 延べ 38人

町政を問う
一般質問

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンが掲載されています。

答弁者
…町長 　　　　…副町長 　　 　  …教育長　　 …総務部長　　 …民生部長　　 …建設経済部長　　 …教育部長

各議員の
通告書は
こちら

各議員の
通告書は
こちら

11



　
総
務
省
の
調
査
で
は
子
ど

も
の
頃
に
親
が
行
く
投
票
に

つ
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
は
、
そ
の
経
験
の
無
い
人

に
比
べ
投
票
で
き
る
年
齢
に

な
っ
た
時
、
投
票
に
行
く
割

合
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
る
。

　
親
が
子
ど
も
へ
投
票
の
大

切
さ
を
伝
え
る
事
は
大
事
で

あ
る
。
投
票
を
し
や
す
く
す

れ
ば
、
投
票
率
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

　
　
商
業
施
設
に
期
日
前
投

票
所
設
置
の
協
力
依
頼
に
つ

い
て
。

　
　
　
町
内
の
大
型
商
業
施

設
は
他
自
治
体
の
店
舗
で
実

績
が
あ
り
、
導
入
事
例
を
参

考
に
、
課
題
解
決
の
検
討
を

進
め
、
協
力
を
お
願
い
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
「
親
子
連
れ
投
票
体
験

記
念
証
」
を
発
行
し
て
は
。

　
　
　
来
年
、
参
議
院
議
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
投
票
体
験
記
念
証
の
発

行
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。 　

　
投
票
に
手
助
け
が
必
要

な
人
、
安
心
し
て
支
援
の
依

頼
が
で
き
る
「
投
票
支
援
カ

ー
ド
」
を
作
成
。

　
　
　
次
の
参
議
院
議
員
選

挙
か
ら
の
導
入
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
。

　
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
情
報
で
様
々
な
申
請

や
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
、
窓
口
で
は
書
面
に
は
記

入
す
る
必
要
の
な
い
「
書
か

な
い
窓
口
」
を
推
進
。
自
治

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
め
、

役
場
の
利
便
性
向
上
が
求
め

ら
れ
る
。

　
　
総
合
案
内
で
の
問
い
合

わ
せ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
る
か
。

　
　
　
窓
口
案
内
や
広
報
な

ど
町
発
行
物
の
問
い
合
わ
せ

が
多
い
。

　
　
時
間
を
要
す
る
転
入
届

の
手
続
方
法
。

　
　
　
独
自
の
方
法
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
「
書
か
な

い
窓
口
」
に
な
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。

　
　
今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

申
請
、
リ
モ
ー
ト
窓
口
を
活

用
し
「
行
か
な
い
窓
口
」
を

推
進
で
き
る
。
本
町
で
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
。

　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
電
子
申
請
・
電
子
決
済
・

証
明
書
交
付
ま
で
の
手
続
き

や
、
自
宅
と
役
場
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
び
相
談
等
を
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
が
、
現

状
で
は
課
題
が
多
く
、
実
施

に
つ
い
て
は
、「
Ｄ
Ｘ
推
進

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
庁
舎
敷
地
内
の
駐
車
場

は
軽
自
動
車
専
用
駐
車
場
と

そ
う
で
な
い
駐
車
場
が
あ
る
。

軽
自
動
車
専
用
駐
車
場
に
普

通
自
動
車
が
駐
車
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
極
端
に

車
両
の
間
が
狭
い
所
も
あ
る
。

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
中
央
公
民
館
東
側
の

軽
自
動
車
専
用
駐
車
場
は
、

区
画
線
を
引
き
直
し
、
乗
降

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
よ

う
改
善
を
進
め
る
。

　
　
「
授
乳
室
」
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
ミ
ル
ク
を
作
る

お
湯
も
提
供
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
利
用
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
年
間
数
件
で
あ
る
と

把
握
し
て
い
る
。

投票の大切さの継承と投票率向上は
「親子連れ投票体験記念証」の発行と
商業施設に期日前投票所設置協力依頼を検討

庁
舎
の
利
便
性
向
上
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
で

「
書
か
な
い
窓
口
」に
な
る
よ
う
配
慮

東
海
市
が
発
行
し
た

「
親
子
連
れ
投
票
体
験
記
念
証
」

東
浦
町
発
行

都築　清子 議員
（公明党）

つづき きよ こ

中央公民館東側
軽自動車専用駐車場は

幅150㎝で他より30㎝狭い

中央公民館東側
軽自動車専用駐車場は

幅150㎝で他より30㎝狭い

「ワンストップ窓口」転入届の手順

①住民福祉課窓口の椅子へ座っ
てもらう
②担当者が聞き取り、システム
入力する
③転入届出に最小限で署名して
もらう
④関連手続きは入力データを反映
させ担当者が住民窓口に出向く

問問

問

問問

問

問問

答答

答

答

答答

答答

平和と公平をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 12



　
今
後
、
農
業
従
事
者
を
増

や
し
て
農
業
の
活
性
化
を
目

指
し
、
耕
作
放
棄
地
を
減
ら

す
と
い
う
意
味
で
、
観
光
農

園
や
家
族
農
園
は
一
つ
の
有

効
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
阿
久
比
町
の
「
元
気
な
家

族
農
園
」
に
は
77
区
画
の
貸

し
出
し
が
あ
り
、
11
月
21
日

現
在
、
57
区
画
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
元
気
な
家
族
農

園
の
現
状
と
将
来
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
元
気
な
家
族
農
園
の
利

用
者
の
満
足
度
と
定
着
率
は

ど
う
か
。

　
　
　
開
園
時
か
ら
の
定
着

率
は
利
用
者
、
利
用
区
画
数

と
も
に
約
45
％
で
あ
る
。
満

足
度
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

「
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
食

す
る
こ
と
が
で
き
、
買
っ
た

物
よ
り
も
美
味
し
い
」
等
の

意
見
は
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
利
用
を
や
め
ら
れ
た
方

の
意
見
に
伴
い
、
改
善
し
た

事
例
は
あ
る
か
。

　
　
　
農
園
を
や
め
る
意
見

で
一
番
多
い
の
は
「
土
壌
改

良
が
上
手
く
い
か
な
か
っ

た
」
で
あ
る
。
町
で
は
栽
培

講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
利

用
者
の
土
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
ほ
か
、
農
作
業

の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
農

機
具
の
レ
ン
タ
ル
利
用
料
を

支
援
し
て
い
る
。
今
後
も
農

園
利
用
者
の
定
着
を
図
る
支

援
策
を
検
討
す
る
。

　
　
元
気
な
家
族
農
園
の
Ｐ

Ｒ
方
法
は
。
ま
た
、
若
者
向

け
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
　
　
　
農
園
の
利
用
者
は
、

広
報
や
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
募
集
し

て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
身
近
な

世
代
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ

は
有
効
で
あ
る
た
め
、
今
後

検
討
す
る
。

　
　
法
人
な
ど
の
団
体
に
ま

と
ま
っ
た
区
画
を
貸
し
出
す

場
合
、
賃
料
を
減
額
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

　
　
　
法
人
な
ど
の
団
体
に

農
園
を
貸
し
出
す
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
、
賃
料
を
減
額

す
る
考
え
は
な
い
。
ま
と
ま

っ
た
農
地
を
お
探
し
の
場
合

は
、
農
業
委
員
会
に
ご
相
談

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
地
元
農
家
と
元
気
な
家

族
農
園
の
利
用
者
と
の
交
流

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
は
あ
る
か
。

　
　
　
毎
年
、
地
元
の
農
家

を
講
師
と
し
て
、
土
づ
く
り

な
ど
に
関
す
る
栽
培
講
習
会

を
開
催
し
て
い
る
。
本
年
度

も
、
営
農
研
究
会
員
を
講
師

に
招
き
、
空
き
区
画
を
利
用

し
て
野
菜
を
育
て
る
栽
培
講

習
会
を
行
う
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
を
通
じ
、
地
元
の
農
家

と
農
園
利
用
者
の
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
。

　
　
元
気
な
家
族
農
園
へ
の

将
来
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
今
の
農
園
は
ま
だ
空

き
区
画
が
あ
る
た
め
新
た
に

町
で
農
園
を
整
備
す
る
計
画

は
な
い
が
、
農
地
の
所
有
者

の
中
に
は
貸
農
園
と
し
て
土

地
活
用
を
検
討
す
る
方
も
い

る
た
め
、
興
味
の
あ
る
方
は

産
業
観
光
課
に
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

元気な家族農園の現状と将来計画は
ワークショップの企画や、広報・HPでPR

元気な家族農園の位置と様子

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

問

問

問

問問

問 答答

答

答

答答

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進を図る

産業と技術革新の基盤をつくろう

ふれあいの森

元気な家族農園

NN
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本
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

は
、「
し
ゃ
き
ょ
う
、
し
ゃ

ふ
く
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
お
り
、
社
会
福
祉
法
第
１

０
９
条
に
位
置
付
け
ら
れ
た
、

地
域
住
民
、
行
政
協
力
員
や

民
生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
福
祉
団
体
な
ど
の

代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団

体
で
あ
る
。
住
民
の
自
主
的

な
参
加
を
も
と
に
、
住
民
の

福
祉
活
動
の
支
援
、
企
画
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、「
住
民

の
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
公
共
性
・
公
益
性
の
高
い

民
間
の
社
会
福
祉
法
人
で
あ

る
。

　
　
町
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
業
や
役
割
分
担
は
。

　
　
　
　
　
町
は
、
地
域
住

民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

に
提
供
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
行
政
が
取
組
み
づ
ら

い
福
祉
課
題
の
解
決
を
地
域

の
人
々
と
協
力
し
な
が
ら
総

合
的
に
進
め
る
。
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
し
た
方
が
効

果
的
な
事
業
は
町
か
ら
委
託

し
て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
度
よ
り
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
新
た
に
住

民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
と
は
、
従
来
の

支
援
体
制
で
は
支
援
が
難
し

い
複
合
的
か
つ
広
範
な
課
題

や
制
度
の
狭
間
に
あ
る
需
要

に
対
応
す
る
た
め
の
事
業
で

あ
る
。
従
来
の
分
野
や
属
性

を
超
え
た
相
談
支
援
が
可
能

と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ

る
声
掛
け
や
継
続
的
な
伴
走

支
援
を
行
い
、
社
会
的
孤
立

か
ら
社
会
参
加
へ
つ
な
げ
る

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
今
後
増
加
す
る
高
齢
者

に
対
し
、
必
要
と
思
わ
れ
る

事
業
は
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
日
常
生
活
に

必
要
な
医
療
、
介
護
、
介
護

予
防
な
ど
地
域
で
支
え
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

高
齢
者
自
身
の
社
会
参
加
が

必
要
と
考
え
る
。

　
高
齢
者
の
主
要
事
業
で
あ

る
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
活
動

の
課
題
は

　
　
会
員
及
び
団
体
数
の
減

少
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
10
年
間
で
ク
ラ

ブ
数
に
あ
ま
り
変
化
は
見
ら

れ
な
い
が
、
会
員
数
は
千
人

以
上
減
少
し
て
い
る
。

　
　
会
員
減
少
の
要
因
を
克

服
す
る
に
は
。

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
の
活
動

内
容
や
必
要
性
を
住
民
に
周

知
し
、
役
員
の
負
担
軽
減
も

検
討
す
る
。

　
　
団
体
の
役
員
の
負
担
を

軽
減
す
る
に
は
。

　
　
　
　
　
事
務
局
で
あ
る

社
会
福
祉
協
議
会
と
相
談
し

な
が
ら
改
善
す
る
。
町
に
提

出
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
簡

素
化
を
検
討
す
る
。　

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
全

般
の
現
在
の
課
題
は

　
　
自
主
財
源
額
の
推
移
は
。 　

　
　
　
　
自
主
財
源
は
、

会
費
収
入
・
募
金
収
入
・
福

祉
基
金
の
利
息
な
ど
で
あ
る

が
、
主
要
な
自
主
財
源
で
あ

る
会
費
収
入
は
年
々
減
少
し

て
い
る
。

　
　
事
業
展
開
に
関
し
、
町

は
ど
の
よ
う
に
補
完
し
て
い

く
か
。

　
　
　
　
　
町
と
社
会
福
祉

協
議
会
の
関
係
は
、
地
域
福

祉
を
補
完
し
合
う
パ
ー
ト
ナ

ー
的
存
在
と
考
え
て
い
る
。

双
方
協
議
の
も
と
、
必
要
に

応
じ
て
町
か
ら
の
人
件
費
補

助
や
委
託
事
業
の
内
容
見
直

し
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。

阿久比町社会福祉協議会の役割は
本町の地域福祉を補完し合うパートナー

宮
津
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

都
市
公
園
清
掃
活
動

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

問答
副
町
長

問

問

答
副
町
長

問答
副
町
長

答
副
町
長

問答
副
町
長

問答
副
町
長

問答
副
町
長

問答
副
町
長

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を 14



　
地
方
公
共
団
体
の
役
割
は

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的

か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
」

（
地
方
自
治
法
）
こ
と
で
あ

る
。
　
ま
た
、
自
治
体
に
働
く
す

べ
て
の
公
務
員
が
、
誇
り
の

持
て
る
働
き
方
と
働
き
や
す

い
環
境
を
守
る
こ
と
は
、
結

果
と
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

行
政
組
織
の
機
構
改
革
に
つ

い
て
聞
く
。

　
　
機
構
改
革
の
一
環
で
、

す
で
に
着
手
さ
れ
た
も
の
は
。

　
　
　
　
　
建
設
環
境
課
の

都
市
計
画
係
を
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
へ
名
称
変
更
。
社
会

教
育
課
の
執
務
室
を
体
育
係

は
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
交
流

セ
ン
タ
ー
へ
、
社
会
教
育
係

は
公
民
館
１
階
へ
移
動
し
た
。

　
　
職
員
数
の
増
減
と
、
そ

の
適
正
化
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
３
課
１
係
増
加

す
る
た
め
、
職
員
を
増
員
す

る
。
適
正
化
は
そ
の
都
度
、

課
題
解
決
の
た
め
に
適
正
か

つ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

　
「
行
政
評
価
の
結
果
を
公

表
し
ま
す
」
と
し
て
、
機
構

改
革
に
合
わ
せ
た
事
務
事
業

の
見
直
し
・
業
務
改
善
の
検

討
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
事

業
・
制
度
の
今
後
の
方
針
・

方
向
性
を
具
体
的
に
す
る
た

め
質
問
す
る
。

　
　
小
学
生
の
海
外
派
遣
事

業
を
廃
止
す
る
理
由
は
。

　
　
　
渡
航
費
等
の
高
騰
に

よ
り
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、

教
職
員
の
負
担
も
検
討
し
た

結
果
、
廃
止
と
判
断
し
た
。

　
　
施
設
使
用
料
減
免
制
度

の
見
直
し
の
理
由
と
具
体
案
。

　
　
　
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
受
益

者
負
担
の
原
則
を
基
本
と
し
、

利
用
者
に
相
応
の
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
性
を
検
討

す
る
た
め
。
具
体
案
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
の
大
規
模
な
転
換
案
と
、

今
後
の
あ
り
方
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
将
来
的
に
は
、
地
区

の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、
地

区
対
抗
か
ら
、
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
種
目
と
し
、
会
場
も
阿

久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
で
の
開
催

を
検
討
す
る
。

　
大
字
矢
高
地
内
の
工
場
に

て
、
土
壌
汚
染
等
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
特
定
有
害

物
質
で
あ
る
「
ふ
っ
素
及
び

そ
の
化
合
物
」
が
基
準
値
の

８
・
５
倍
で
あ
る
６
・
８
㎎

／
Ｌ
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
愛

知
県
に
報
告
さ
れ
て
い
た
と

の
知
ら
せ
を
受
け
た
。
発
生

源
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か

ら
も
、
今
後
の
住
民
へ
の
健

康
被
害
の
影
響
な
ど
を
懸
念

し
質
問
す
る
。

　
　
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合

物
に
よ
る
町
内
の
土
壌
汚
染

の
記
録
は
。

　
　
　

２
０
２
０
年
に
町
内

の
１
事
業
所
で
検
出
さ
れ
て

い
る
。

　
　

阿
久
比
川
（
半
田
大

橋
）
で
検
出
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
と
の
関
連
性
は
。

　
　
　
事
業
所
は
汚
染
区
画

の
下
流
域
側
で
地
下
水
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、

事
業
場
外
へ
の
地
下
水
汚
染

の
拡
散
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
た
め
阿
久
比
川
で
検
出
さ

れ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
の
関
連
性

は
な
い
と
考
え
る
。

　
　
ふ
っ
素
に
関
連
す
る
汚

染
情
報
に
対
す
る
町
の
見
解

と
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
事
業
所
が
、
拡
散
防

止
策
と
地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
汚
染
土
壌
を
全
て

掘
削
除
去
す
る
た
め
、
こ
れ

以
上
拡
散
す
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
、
新
た
な
情

報
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
情
報

発
信
し
、
町
民
の
不
安
や
疑

問
の
解
消
に
努
め
る
。

機構改革と職員の働き方は
夢ある未来へのまちづくり実現へ

行
政
評
価
の
結
果
は

事
業
ご
と
に
検
討

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
に
よ
る
汚
染
は

こ
れ
以
上
の
拡
散
は
な
い

スポーツフェスティバルレクリエーション大会の様子

新美加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

問

問

答 答答

答
町
長

問答
町
長

答

問

問

問問

答

問答

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠化の対処、ならびに土地の
劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
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災害時や緊急時は「いのちを守る情報」を平常時は「暮らしの情報」や「イベント情報」など
をお使いのスマートフォンにお届けします。スマートフォン版アプリを利用するには専用アプリ
「ライフビジョン」をインストールして初期設定を行う必要があります。

阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」

あぐい防災・行政ナビあぐい防災・行政ナビ「　　　　　 （アグナビ）」AguNavi

傍聴席へどうぞ
次の定例会は
3月４日㈫開会
午前10：00～開催予定です。日程
は変更になる場合があります。詳し
くは阿久比町ホームページの議会
事務局お知らせをご覧ください。

一般質問は毎回翌
日以降にCACで放
送されています。

　１月12日㈰、白沢の北原天満宮で、恒例の天神祭りが開催されました。
　当日は、子ども囃子の演奏で始まり、式典の後、新一年生と小学生の学業成就祈願、中高
生の合格祈願、その他成人の特別祈願等の御祈祷と代表者の玉串奉奠が行われ、新一年生と
小学生には学業成就のお守りとお菓子が振舞われました。境内には奉納された沢山の書画も
掲示され、来場者を楽しませてくれました。

白沢氏子総代　前川和輝

電話 0569-48-1111（内線1401）
FAX 0569-48-1711

E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

議会へのご意見・期待・要望や地区の出来事・
自慢等お寄せください。応募は、議会事務局まで。

　日本被団協がノーベル平和賞を受賞しました。これはい
い知らせですが、私はノーベル賞から平和賞という賞がな
くなる日が一日でも早く来ることを願います。そして、平
和という言葉が良い意味で死語になることを願います。
　町民の皆様に「議会だより、見ましたよ。毎回楽しみに
しています。」と声をかけていただくと、編集委員として最
高の喜びです。　　　　　　　　　　　　　 （廣瀬　　実）

編 集 後 記

委 員 長／新美三喜雄
委　　員／鈴村　算久
委　　員／新美加寿奈

副委員長／山本　良輔
委　　員／竹内　啓視
委　　員／廣瀬　　実

議会だより編集特別委員会

町 民 の 声町 民 の 声
白沢 天 神 祭り

子ども囃子の皆さん

北原天満宮は阿久比町で唯一の天神祭りを執り行
う天満宮で、「東風吹かば　にほいおこせよ　梅
の花　主なしとて春を忘るな」の作者である学問
の神様・菅原道真公を祭神とし、英比麿住居跡に
天歴９年（955）に建立されたと伝えられています。
天神のお使いものといわれる「お牛さん」を優
しく撫でながら願い事をすると、叶うと言われ
ています。

視察を受け入れました！

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！

●10月  2日　神奈川県寒川町議会（公明党）の皆様
●10月28日　埼玉県幸手市議会・杉戸町議会（公明党）の皆様

最後に白沢の民謡（今ではこの民謡を唄える人はいないようです）
の一節を紹介します。

ちょいとしらそか白澤を
　　　　北原天神（英比麿）
忠と考とのおふた方
　　　　萬代かけて世に薫る
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